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ѫ
ࡰ
す
る
屋
宮
理
事
長


ٶ
๕
ߴ
ཧ
ࣄ

の
ѫ
ࡰ

４
月
度
理
事
会
の
開
催
に
当
た

り
、
屋
宮
理
事
長
は
「
年
度
始
め

で

し
い
か
と
ࢥ
う
。
ま
た
ܠ
ؾ

が
ѱ
く
、
ָ
し
く

事
が
で
き
て

い
な
い
か
と
ࢥ
う
が
、
社
員
に
は

ָ
し
そ
う
な
إ
を
見
せ
、
࢜
ؾ
を

上
げ
て
΄
し
い
。

ς
Ϩ
ビ
に
あ
る
よ
う
に
、
新
入

社
員
に
�0
万
、
�0
万
な
Μ
て
給
ྉ

を
提
ࣔ
で
き
な
い
が
、
我
々
は
小

さ
く
て
も
ؤ
ு
っ
て
お
り
、
働
き

甲
൹
の
あ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
を

ࣔ
し
て
΄
し
い
。

こ
れ
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
౷
ྖ

の
ݴ
༿
な
ど
で
ੈ
の
中
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

ࠨ
ӈ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
我
々
の

や
る
べ
き
こ
と
を
進
め
て
い
き
た

い
と
ࢥ
う
の
で
、
よ
Ζ
し
く
お
ئ

い
し
た
い
。

本
日
は
、
５
月
に
行
う
૯
会
に

向
け
て
の

が
中
৺
に
な
る
の

で
、
活
発
な
議

を
お
ئ
い
し
た

い
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

ࣄ

ہ
͔
ら
の
提
案
ɾ
ใ
ࠂ

事
務
局
の
渡
ล
ۈ
事
務
局
か
ら

は
࣍
の
提
Ҋ
と
報
ࠂ
が
行
わ
れ
、

ঝ
認
さ
れ
た
。

ᶃ
ྩ

６
年
度
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
報
ࠂ
に

つ
い
て

ᶄ
ྩ

７
年
度
ऩ
ࢧ
༧
ࢉ
（
Ҋ
）

に
つ
い
て

ᶅ
ୈ
��
回
通
ৗ
૯
会
開
催
方
法
ٴ

び
提
出
議
Ҋ
に
つ
い
て

ᶆ
ୈ
��
回
通
ৗ
૯
会
の
役
割
分
担

等
に
つ
い
て

ᶃ
ྩ

６
年
度
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
報
ࠂ

に
つ
い
て
は
、
ྩ

７
年
３
月
�1

日
現
在
の
貸
आ
ର
র
表
と
、
ྩ


６
年
度
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
報
ࠂ
ॻ
を
ج
に

説
明
。

ᶄ
ྩ

７
年
度
ऩ
ࢧ
༧
）ࢉ
Ҋ
）

に
つ
い
て
も
ࢿ
ྉ
を
ج
に
説
明
さ

れ
た
。

ᶅ
ୈ
��
回
通
ৗ
૯
会
開
催
方
法

ٴ
び
提
出
議
Ҋ
に
つ
い
て
は
、
ྩ


７
年
５
月
９
日
に
上
野
・
東
ఱ

ߚ
で
理
事
会
࣮
ࢪ
後
に
通
ৗ
૯
会

を
開
催
す
る
༧
定
で
あ
る
こ
と
を

報
ࠂ
。

ま
た
事
業
報
ࠂ
や
事
業
計
画
、

ܾ
ࢉ
ฒ
び
に
ऩ
ࢧ
༧
ࢉ
、
理
事
ٴ

び

事
報
ु
、
役
員
վ
બ
、
そ
の

他
等
に
つ
い
て
も
提
Ҋ
。

ᶆ
ୈ
��
回
通
ৗ
૯
会
の
役
割
分

担
等
に
つ
い
て
は
、
૯
会
の
担
当

に
つ
い
て
提
Ҋ
が
行
わ
れ
た
。

な
お
屋
宮
理
事
長
は
「
各
委
員

会
の
委
員
長
は
な
る
べ
く
ए
い
理

事
に
お
ئ
い
し
、
持
ち
回
り
で

৭
々
な
委
員
会
を
ܦ
ݧ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。

ઌ
ഐ
理
事
の
皆
さ
Μ
に
は
、
サ

ポ
ー
ト
を
お
ئ
い
し
た
い
」
と
ݺ

び
ֻ
け
た
。

ợ
֤
ҕ
һ
ձ
͔
ら
の
ใ
ࠂ
Ụ

続
い
て
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

ࠂ
が
、
࣍
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。


৫
ҕ
һ
ձ
ớ
Ṥ
ޱ

ҕ
һ

Ờ

ྩ

６
年
度
組
合
員
ҟ
動
ঢ়
گ

（
４
月
１
日
時
点
）
に
つ
い
て
、

組
合
員
数
が
５
社
ݮ
で
１
１
１

社
、
ࢍ
ॿ
会
員
数
が
１
社
ݮ
で
�1

社
と
な
っ
た
こ
と
を
報
ࠂ
。

屋
宮
理
事
長
か
ら
は
「
会
員
を

૿
や
し
て
い
き
た
い
の
で
、
ま
だ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
加
入
し
て
い
な
い
会
社

が
あ
れ
ば
、
ご

հ
い
た
だ
き
た

い
」
と
要

し
た
。

ձ
һ
α
ồ
Ϗ
ε
ҕ
һ
ձ
ớ
ࢢ
ଜ
߁

ಙ
ҕ
һ

Ờ

ྩ

７
年
度
労
働
ࡂ

ิ
ঈ
制

度
ਃ
ࠐ
ঢ়
گ
等
に
つ
い
て
報
ࠂ
。

ま
た
今
年
度
の
Ӭ
年
ۈ
続
社
員

表
জ
者
の
推
移
ঢ়
گ
に
つ
い
て

は
、
10
年
Ҏ
上
が
11
社
�1
名
、
�0

年
Ҏ
上
が
９
社
15
名
、
�0
年
Ҏ
上

が
８
社
1�
名
、
今
回
か
ら
新
設
さ

れ
た
�0
年
Ҏ
上
の
Ӭ
年
ۈ
続
社
員

表
জ
に
つ
い
て
は
４
社
５
名
が
推

ન
さ
れ
た
こ
と
を
報
ࠂ
。

屋
宮
理
事
長
は
「
དྷ
年
Ҏ
߱
も

多
く
の
方
が
Ӭ
年
ۈ
続
者
表
জ
に

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
ئ
い

し
た
い
」
と
ޠ
っ
た
。

ڭ
ҭ

ใ
ҕ
һ
ձ
ớ
౻
ר


ҕ

һ

Ờ

新
鋭
社
員
ڭ
ҭ
他
受
ߨ
者
数
の

推
移
ঢ়
گ
に
つ
い
て
報
ࠂ
。
新
鋭

社
員
ڭ
ཆ
ߨ
࠲
が
1�
社
��
名
、
新

鋭
社
員
ૣ
期
ઓ
力
化
θ
ϛ
ナ
ー
ル

が
1�
社
�5
名
が
参
加
し
た
こ
と
を

報
ࠂ
。
ま
た
１
年
後
フ
Ỽ
ロ
ー
ア

ッ
プ
ݚ
म
に
つ
い
て
は
４
月
1�
日

に
開
催
し
、
９
社
�0
名
が
参
加
༧

定
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
ࠂ
。

౻
ר
委
員
長
は
「
ݚ
म

の
参

加
人
数
が
ऐ
し
い
ঢ়
گ
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
ͥ
ひ
ৼ
る
っ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
」
と
ݺ
び
ֻ
け

た
。

Π
ϊ
ϕ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ҕ
һ
ձ
ớ
Ֆ
Ԭ

ࠀ
ݾ
ҕ
һ

Ờ

「
電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ι
リ
ỿ

ー
シ
ョ
ン
ల
２
０
２
５
」
に
つ
い

て
は
、６
月
４
日
Ỗ
６
日
に
ֻ
け
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
ల
ࣔ
౩
で

開
催
さ
れ
、
Ｅ
̻
ｅ
̲
̓
ｒ
ｏ
̽

̸
̲
͂

Ｃ
ｏ
̼
̿
ｏ
̽
ｅ
̽
̓

ˍ

̪
̽
̸
̓

̨
̷
ｏ
͆

（
ུ
শ
⽅
Ｅ
Ｃ
̪

̨
̷
ｏ
͆
）

に
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
８
社
1�
小
間
、
̟

Ｅ
Ｐ
か
ら
５
社
1�
小
間
の
参
加
と
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な
る
こ
と
を
報
ࠂ
。

花
岡
委
員
長
は
「
３
月
に
Ｅ
Ｃ

̪

̨
̷
ｏ
͆
出
ల
者
説
明
会
も

行
い
、
無
事
に
小
間
割
り
も
ܾ
ま

っ
た
。
ͥ
ひ
、
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
。

ま
た
ઌ
日
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

物
流
セ
ン
タ
ー
の
視
察
会
を
開
催

し
た
。
オ
ー
ト
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
ロ

Ϙ
ッ
ト
が
エ
Ϩ
ベ
ー
タ
ー
を
ૢ

作
、
移
動
す
る
様
子
を
見
て
、
参

加
者
か
ら
は
ධ
価
い
た
だ
い
た
。

現
時
点
で
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の

連
携
の
ਃ
し
ࠐ
み
は
、
３
社
が
説

明
を
ฉ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
コ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
を
し
て
い

る
。
目
標
は
10
社
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
ま
だ
Ｅ
Ｃ
販
売
を
し
て
い

な
け
れ
ば
、
ͥ
ひ
ご
ݕ
౼
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
、
連
携
લ
に
コ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
ܖ
約
を
し
、
す
で
に
取
引
し

て
い
る
会
社
は
1�
社
あ
る
。
こ
れ

ら
の
会
社
に
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
Ｔ

Ｅ
Ｐ
の
ロ
ΰ
Ϛ
ー
ク
を
入
れ
る
か

を
、
ご
ݕ
౼
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
」
な
ど
と
ޠ
っ
た
。

屋
宮
理
事
長
は
「
ͥ
ひ
̬
ｅ
ｂ

販
売
を
進
め
た
い
と
ࢥ
う
。
分
か

ら
な
い
点
は
、
事
務
局
に
問
い
合

わ
せ
て
΄
し
い
。

ま
た
、
時
期
を
見
て
࠶
度
、
コ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
や
物
流
セ
ン

タ
ー
の
見
学
を
行
っ
て
も
ྑ
い
と

ࢥ
う
」
な
ど
と
ޠ
っ
た
。

ͦ
の
ଞ

最
後
に
、
࣍
回
の
理
事
会
は
５

月
９
日
に
上
野
・
東
ఱ
ߚ
で
開
催

さ
れ
、
理
事
会
ऴ
ྃ
後
に
ୈ
��
回

通
ৗ
૯
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

報
ࠂ
さ
れ
、
４
月
度
理
事
会
は
ऴ

ྃ
し
た
。

ཧࣄ会Ͱ૯会のٞࣄਐߦなどに͍ͭͯݕ౼
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̩
̚
̥
̍
݄

ఆ
ྫ
ཧ
ࣄ
会
Λ
։
࠵

ۈ
ଓ
40

の
ද
জ
Λ
৽
ઃ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
１
月
��
日
、
１
月

度
Ｔ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
શ
国
Ո
電
会

ؗ
で
開
催
し
た
。


ٶ
ཧ
ࣄ

の
ѫ
ࡰ

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
は
「
ࢲ
は
１
月
に
৭
々
な
ॴ

を
回
っ
た
が
、
ど
こ
に
い
っ
て
も

ྑ
い

が
な
く
、
ඇ
ৗ
に
ݫ
し
い

ঢ়
گ
と
い
う

を
ฉ
く
。

組
合
と
し
て
も
新
た
な
こ
と
に

チ
ャ
Ϩ
ン
ジ
し
た
い
の
で
、
よ
Ζ

̍
݄

理
事
ձ
Λ
։
࠵

し
く
お
ئ
い
し
た
い
」
な
ど
と
挨

拶
し
、
理
事
会
が
開
始
さ
れ
た
。

ࣄ

ہ
͔
ら
の
ใ
ࠂ
ͱ
提
案

事
務
局
か
ら
の
報
ࠂ
で
は
渡
ล

ۈ
事
務
局
長
が
「
ୈ
��
回
通
ৗ
૯

会
（
Ҋ
）」
に
つ
い
て
提
Ҋ
。

ま
た
Ӭ
年
ۈ
続
社
員
表
জ
ෛ
担

ۚ
等
の
վ
正
に
つ
い
て
提
Ҋ
を
行

っ
た
。
こ
れ
は
、
同
表
জ
に
新
た

に
ۈ
続
�0
年
の
Ӭ
年
ۈ
続
者
を
表

জ
す
る
こ
と
を
提
Ҋ
。
ま
た
同
表

জ
ه
೦
品
の
୯
価
が
物
価
高
ಅ
に

よ
り

上
が
り
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
推
ન
事
業
ॴ
の
ෛ
担
ۚ
を
վ

正
す
る
こ
と
も
提
Ҋ
さ
れ
た
。

ợ
֤
ҕ
һ
ձ
ใ
ࠂ
Ụ

各
委
員
会
か
ら
は
、
࣍
の
よ
う

に
報
ࠂ
が
あ
っ
た
。


৫
ҕ
һ
ձ
ớ
Ṥ
ޱ

ҕ
һ

Ờ

加
入
組
合
員
の
ҟ
動
が
ྩ

７

年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
組

合
員
数
が
１
１
５
社
、
ࢍ
ॿ
会
員

が
��
社
で
あ
る
こ
と
や
、
機
関
ࢽ

『
東
京
電
機
卸
』
の
協
ࢍ
広
ࠂ
の

協
力
（
Ҋ
）
に
つ
い
て
報
ࠂ
。

ڭ
ҭ

ใ
ҕ
һ
ձ
ớ
౻
ר


ҕ

һ

Ờ

ྩ

６
年
11
月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
組
合
ߨ
ԋ
会
に
��
社
��
名
が

参
加
し
た
こ
と
を
報
ࠂ
。

ձ
һ
α
ồ
Ϗ
ε
ҕ
һ
ձ
ớ
ࢢ
ଜ
߁

ಙ
ҕ
һ

Ờ

労
働
ࡂ

ิ
ঈ
制
度
の
中
間
事

故
報
ࠂ
と
新
ن
ื
ू
に
加
え
、
ୈ

１
１
２
回

ળ
野
ٿ
大
会
を
４
月

６
日
に
開
ນ
す
る
こ
と
を
報
ࠂ
。

Ӭ
年
ۈ
続
社
員
表
জ
で
は
、
会

員
企
業
各
社
に
向
け
、
֘
当
者
の

推
ન
を
ґ
པ
す
る
こ
と
を
報
ࠂ
。

Π
ϊ
ϕ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ҕ
һ
ձ
ớ
Ֆ
Ԭ

ࠀ
ݾ
ҕ
һ

Ờ

電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ι
リ
ỿ
ー

シ
ョ
ン
ల
２
０
２
５
の
出
ల
企
業

ื
ू
と
参
加
ਃ
し
ࠐ
み
ঢ়
گ
に
つ

い
て
報
ࠂ
。

ま
た
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
連
携

し
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
販
売
の
進

に

加
え
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
物
流
セ

ン
タ
ー
視
察
会
を
２
月
に
開
催
す

る
こ
と
を
報
ࠂ
。
ま
た
੨
年
部
会

の
̤
Ｂ
、
̤
Ｇ
に
よ
る
॓
ധ
ݚ
म

を
開
催
す
る
こ
と
も
報
ࠂ
。
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ి
ࢠ
ػ
ث
τ
ồ
λ
ϧ
ι
Ϧ
ỿ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ల
̎
̌
̎
̑

øú
ࣾ
͕
Ｅ
Ｃ
̪
̨
̷
̾
͆
ʹ
ࢀ
Ճ

電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ι
リ
ỿ
ー

シ
ョ
ン
ల
２
０
２
５
（
̟
Ｐ
Ｃ
Ａ

̨
̷
ｏ
͆
）
が
２
０
２
５
年
６

月
４
日
Ỗ
６
日
に
ֻ
け
、
東
京
都

ߐ
東
۠
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
東
ల
ࣔ
౩
で
開
催
さ
れ
る
。

同
ల
は
、
東
京
都
電
機
卸
商
業

協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
と
શ
国
電

子
部
品
流
通
連
合
会
（
̟
Ｅ
Ｐ
）

か
ら
の
参
加
企
業
に
よ
っ
て
࣮
ࢪ

さ
れ
る
「
Ｅ
̻
ｅ
̲
̓
ｒ
ｏ
̽
̸

̲
͂

Ｃ
ｏ
̼
̿
ｏ
̽
ｅ
̽
̓

ˍ

̪
̽
̸
̓

̨
̷
ｏ
͆
（
Ｅ

Ｃ
̪

̨
̷
ｏ
͆
）」
に
加
え
、

ୈ
5�
回
国
ࡍ
電
子
回
࿏
࢈
業
ల
、

ୈ
��
回
最
ઌ

࣮

ٕ
ज़
・
ύ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
ల
、
ୈ
��
回
࣮

プ

ロ
セ
ス
ς
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ల
、
Ａ
̞

デ
ό
イ
ス
ల
、
電
ؾ
・
ޫ

送
ٕ

ज़
ల
、
イ
ー
ς
キ
ス
タ
イ
ル
ʗ


ỻ
ア
ラ
ブ
ル
ల
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
開
催
初
日
に
は
ओ
催
ஂ

体
の
長
た
ち
が
ू
ま
り
、
ς
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
༧
定
と
な
っ

て
い
る
。

ࠓ
ճ
の
ग़
ల
ձ
ࣾ

今
年
の
Ｅ
Ｃ
̪

̨
̷
ｏ
͆

に
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
ࡾ
ڞ
社
、

ジ
ỿ
ύ
、
メ
ト
ロ
電
ؾ
、
ア
ー
ル

電
子
、
൧
ా
通
商
、
グ
ロ
ー
ό
ル

デ
ỹ
ス
プ
Ϩ
イ
、
コ
ア
ス
タ
ッ

フ
、
ｅ
Ｐ
̰
ｒ
̓
͂
Ｅ
̻
ｅ
̲

̓
ｒ
ｏ
̽
̸
̲
͂
の
８
社
が
参
加

༧
定
。

̟
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
岡
本
無
ઢ
電

機
、
東
ѥ
無
ઢ
電
機
、
Ｎ
Ｎ
Ｐ
、

π
ル
タ
制
御
機
ث
、
成
電
社
の
５

社
が
参
加
༧
定
だ
。

ま
た
事
務
局
も
参
加
し
、
会
場

で
は
̟
Ｅ
Ｐ
会
員
名

と
特

エ

コ
ό
ッ
グ
の
配

も
行
う
༧
定
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ỿ
ー
ル
と
し
て

は
、
４
月
に
ট

ঢ়
発
送
、
６
月

２
日
Ỗ
３
日
に
ֻ
け
て
搬
入
と
な

る
。な

お
、
ࡢ
年
の
参
加
者
か
ら

は
「
今
回
の
ల
ࣔ
で
は
、
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
品
が
一
目
で
དྷ
場
者
に

分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
大
き

く
ア
ピ
ー
ル
し
た
」「
こ
の
ల
ࣔ

会
が
当
社
の
ٕ
ज़
者
の
Ϟ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
と
ࢥ
っ
て

い
る
。『
ల
ࣔ
会
ま
で
に
こ
Μ
な

提
Ҋ
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
』

な
ど
、
現
場
か
ら
積
ۃ
的
な

が

出
て
い
る
」
と
い
っ
た

が
ฉ
か

れ
る
な
ど
、
出
ల
者
ら
が
積
ۃ
的

に
དྷ
場
者
に

を
ֻ
け
る
シ
ー
ン

も
多
く
見
ら
れ
た
。

のＥ̘̪ࡢ ̷̨̾͆
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̘
̚
̖
̩
̚
̘
̎
̌
̎
̑

̟
Ｅ
̥
も
ग़
ల
ỏ໊

Λ



Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５
が
10

月
1�
日
Ỗ
1�
日
、ນ
ு
メ
ッ
セ（
千

༿
県
）
で
開
催
さ
れ
る
。

開
催
झ
ࢫ
は
「
ܦ
ࡁ
発
ల
と
社

会
՝

の
解
ܾ
を
྆
立
す
る
『
̨

ｏ
̲
̸
ｅ
̓
͈
５
・
０
』
の
࣮
現

を
目
ࢦ
し
、
あ
ら
Ώ
る
࢈
業
・
業

छ
の
人
と
ٕ
ज़
・
情
報
が
ू
い
、

『
ڞ

』に
よ
っ
て
ະ
དྷ
を
ඳ
く
」

と
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
૯
合
ల
と
し
て
「
ڞ

に

よ
っ
て
ະ
དྷ
を
ඳ
く
」
こ
と
が
ς

ー
Ϛ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で

は
、
ᶃ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
動
き

出
す
場
を
提
供
、
ᶄ
ະ
དྷ
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
提
ࣔ
、
ᶅ
多
様
な
業

ք
や
業
छ
、
国
や

Ҭ
を
越
え
た

連
携
を
ଅ
進
、
ᶆ
ビ
ジ
ω
ス
チ
ャ

ン
ス
の

出
、
ᶇ
ະ
དྷ
社
会
を
担

う
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
と
い
っ
た
方
向
ੑ
を
ଧ
ち
出
し

て
い
る
。

Ａ
Ｉ
や
暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
化
を
提
案

ల
ࣔ
で
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
ओ
催
者
特
別
企
画
と
し
て

「

ら
し
の
̙
̭
」
と
「
ւ
༸
デ

ジ
タ
ル
社
会
」
の
特
設
ύ
ビ
リ
オ

ン
を
設
ஔ
す
る
。

「

ら
し
の
̙
̭
」
は
、
̞
ｏ

Ｔ
ʗ
Ａ
̞
ʗ
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
ٕ
ज़

の
進
化
に
よ
り
、
子
ҭ
て
ੈ
代
、

高
ྸ
者
、
୯

者
な
ど
様
々
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
や
ス
Ϛ
ー
ト
ϗ
ー
Ϝ
に
よ
り
、

ফ
අ
者
の

ら
し
は
大
き
く
ม
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ศ
ར
で
շ

ద
、
҆
શ
な

ら
し
の
ক
དྷ
૾
を

ల
ࣔ
。

「
ւ
༸
デ
ジ
タ
ル
社
会
」は
、「
デ

ジ
タ
ル
が

͙
ւ
の
ະ
དྷ
」
を
ς

ー
Ϛ
に
し
て
お
り
、
ւ
༸
࢈
業


の
デ
ジ
タ
ル
ٕ
ज़
の
活
用
や
࣍
ੈ

代
人
ࡐ
の
ҭ
成
、
環
境
問

や
৯

ྉ
自
給
な
ど
、
ւ
༸
が
๊
え
る
՝


解
ܾ

の

ઓ
を
ڞ
有
す
る
場

と
な
る
。

こ
れ
Ҏ
外
に
も
「
Ａ
̭
（
Ａ
̞

Ｔ
ｒ
̰
̽
͂
̵
ｏ
ｒ
̼
̰
̓
̸

ｏ
̽
）ύ
ー
ク
」が
設
ஔ
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
Ａ
̞
で
ੈ
ք
を
ม
え
て

い
く
最
લ
ઢ
に
立
つ
企
業
や
ஂ
体

が
参
加
す
る
場
と
な
り
、
半
導
体

開
発
、
ク
ラ

ド
コ
ン
ピ
ỿ
ー
ς

ỹ
ン
グ
関
連
、
Ａ
̞
プ
ラ
ッ
ト
フ

Ỽ
ー
Ϝ
プ
ロ
ό
イ
μ
ー
、
ロ
Ϙ
ς

ỹ
ク
ス
関
連
、
自
動
運
స
・
Ϟ
ビ

リ
ς
ỹ
関
連
、
Ａ
̞
を
活
用
し
て

自

型
ロ
Ϙ
ッ
ト
や
࢈
業
用
ロ
Ϙ

ッ
ト
を
提
供
す
る
企
業
な
ど
が
出

ల
す
る
༧
定
で
、
大
き
く
ม
わ
る

こ
れ
か
ら
の
ະ
དྷ
社
会
や
最
新
ٕ

ज़
・
ι
リ
ỿ
ー
シ
ョ
ン
を
発
信
す

る
。શ

国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
̟
Ｅ
Ｐ
）
も
協
力
ஂ
体
と
し
て

出
ల
す
る
༧
定
と
な
っ
て
お
り
、

会
員
名

の
配

も
࣮
ࢪ
す
る
。

̘
̚
̖
̩
̚
̘
の
ϩ
ΰ
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৫
ྗ
ڧ
Խ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ

ჭ
ᣡ
ཏ
ν
Ỿ
ồ
τ
の
ݚ
म
ձ
Λ
࣮
ࢪ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
ڭ
ҭ
情
報
委
員
会
は

ྩ

６
年
11
月
15
日
、
ਤ
解



の
ࢁ
本
ູ
ࢯ
を
ߨ
ࢣ
に
ট
き
、
組

৫
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
Ϝ
と
し
て

「
ჭ
ᣡ
ཏ
チ
ャ
ー
ト
を
活
か
し
た

࣍
ੈ
代
管
理
৬
ҭ
成
ݚ
म
会
」
を

開
催
し
、
1�
社
か
ら
�5
名
が
参
加

し
た
。


಄
、
౻
ר

直
ڭ
ҭ
情
報
委

員
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、
ݚ
म

会
が
ス
タ
ー
ト
。

ࢁ
本
ߨ
ࢣ
は
ჭ
ᣡ
ཏ
チ
ャ
ー
ト

の
༝
དྷ
や
ݚ
म
の
目
的
に
つ
い
て

「
ჭ
ᣡ
ཏ
チ
ャ
ー
ト
は
９
ʷ
９
Ϛ

ス
で
ల
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
୩
ᠳ
ฏ
બ

ख
が
高
ߍ
時
代
、
目
標
達
成
の
た

め
に

用
し
た
と
い
う
こ
と
で
有

名
に
な
っ
た
。

一
流
の
管
理
者
に
な
る
に
は
、

ス
キ
ル
と
し
て
リ
ー
μ
ー
シ
ッ

プ
、
コ
ϛ
ỿ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
問


解
ܾ
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
も

り
な
い
。
৺
ٕ
体
が
ଗ

わ
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と
ޠ

っ
た
。

ݚ
म
は
ჭ
ᣡ
ཏ
チ
ャ
ー
ト
を
用

い
、「
࣍
ੈ
代
の
管
理
৬
を
考
察

す
る
」「
管
理
৬
と
し
て
の
強

み
・
ऑ
み
を
考
察
す
る
」「
部

Լ
・
後
ഐ
を
ҭ
成
す
る
」
に
つ
い

て
ݚ
म
。

࣍
ੈ
代
管
理
৬
に
求
め
ら
れ
る

ҙ
ࢥ
ܾ
定
や
個
人
行
動
、
Ϛ
ω
ジ

メ
ン
ト
等
の
能
力
を
考
察
し
、
そ

の
上
で
自
ら
の
強
み
と
ऑ
み
を
確

認
す
る
べ
く
ჭ
ᣡ
ཏ
チ
ャ
ー
ト
を

用
い
、

Ѳ
を
行
っ
た
。
ま
た
チ

ー
Ϝ
と
し
て
部
Լ
を
率
い
、
成
Ռ

を
出
す
た
め
に
明
確
に
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
や
ؾ
を

け
る
点
な
ど
も

説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
ࢁ
本
ߨ
ࢣ
は
「
管
理
৬

は
、
部
Լ
か
ら
ڭ
え
ら
れ
る
こ
と

で
成
長
す
る
。
部
Լ
か
ら
の
ෆ
ฏ

ෆ
ຬ
、
文
۟
を
ݴ
わ
れ
、
初
め
て

上
࢘
は
『
こ
れ
は
ෆ
ຯ
い
』
と
考

え
、
成
長
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
部
Լ
が
ࣦ
ഊ
し
た
時
に

『
お
લ
の
せ
い
だ
』
と
考
え
て
は

上
࢘
は
成
長
し
な
い
。
こ
れ
を
自

分
の

ল
点
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
ݴ
、
部
Լ
に

ল
を
ଅ
す

ݴ
༿
は
必
要
だ
が
、
部
Լ
が
૬
ஊ

や
報
ࠂ
で
き
な
い
よ
う
な
ঢ়
گ
、

ス
ケ
ジ
ỿ
ー
ル
管
理
を
し
て
い
た

の
は
自
分
だ
と
考
え
て
΄
し
い
。

管
理
৬
の
理

ਤ
は
１
人
ひ
と

り
ҧ
っ
て
ྑ
い
。
ҧ
っ
た
部
分
の

強
み
を
活
か
し
、
ऑ
み
を
チ
ー
Ϝ

ϫ
ー
ク
で
上
ख
く
ま
と
め
る
こ
と

で
༏
ल
な
管
理
者
に
な
っ
て
΄
し

い
」
な
ど
と
ޠ
っ
た
。

ჭ
ᣡ
ཏ
ν
Ỿ
ồ
τ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

հ
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ୈ
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ճ
৽
Ӷ
ࣾ
һ
ڭ
ཆ
ߨ
࠲


ࣄ
の
ج
ૅ
ε
Ω
ϧ
な
ど
Λ
ֶ
Ϳ

激
励
す
る
屋
宮
理
事
長

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
ڭ
ҭ
情
報
委
員
会
は

４
月
１
日
、
中
小
企
業

அ
࢜
の


࡚
๎
子
ࢯ
を
ߨ
ࢣ
に
ট
き
、
ୈ

�8
回
新
鋭
社
員
ڭ
ཆ
ߨ
࠲
を
開
催

し
、
1�
社
か
ら
��
名
が
参
加
し

た
。開

催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
は
ळ
༿
ݪ
の
成
り
立
ち
な
ど

に
つ
い
て
ޠ
っ
た
後
、「
皆
さ
Μ
は

こ
れ
か
ら
の
ݚ
म
で
、
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
自
分
で
必
要
と
ࢥ
う

も
の
を
見
つ
け
、
取
り
組
Μ
で
΄

し
い
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
業
ք
は
৭
々

と
ม
わ
り
な
が
ら
発
ల
す
る
可
能

ੑ
が
あ
る
。
皆
さ
Μ
の
力
で

り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と

ܹ
ྭ
し
た
。

続
い
て
、
࡚
ߨ
ࢣ
に
よ
る「
新

鋭
社
員
向
け
導
入
ݚ
म
」
が
開
催

さ
れ
た
。

ݚ
म
で
は
、
̨
Ｎ
̨
の
ѻ
い
な

ど
を
ؚ
め
た
「
社
会
人
と
し
て
の

৺
構
え
」「

事
と
は
」、
報
ࠂ
の

方
法
や
電

の
取
り
方
な
ど
の

「

事
を
進
め
る
た
め
の
３
つ
の

ج
ૅ
ス
キ
ル
」、

事
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
ଊ
え
る
な
ど
の
「


事
を
進
め
る
上
で
の
લ
提
」
や
、࡚ࢣߨ

名
刺
交
換
の
訓
練
も
実
施


࡚
ߨ
ࢣ
の
営
業
時
代
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
学
श
。

ま
た
自
己

հ
時
の
注
ҙ
点
、

問
い
に
ର
し
て
݁

を
ฦ
し
、
そ

こ
か
ら
݁

に
ࢸ
っ
た
理
༝
と
詳

細
を
説
明
す
る
な
ど
の
ج
ૅ
ス
キ

ル
を

い
、
初

給
の

い
ಓ
を

ς
ー
Ϛ
と
し
た
発
表
や
、
電

Ԡ

ର
の
࿅
श
、
名

ަ

の
࿅
श
、

ੜ
成
Ａ
̞
の

հ
な
ど
も
行
わ
れ

た
。

࡚
ߨ
ࢣ
は
「
皆
さ
Μ
は
新
人

と
い
う
こ
と
で
৭
々
と

事
を
པ

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
メ
Ϟ

と
ϖ
ン
を
ৗ
に
持
っ
て
い
る
と
ྑ

い
。ま

た
電

を
取
る
場
合
、
会
社

に
よ
っ
て
１
コ
ー
ル
で
取
る
、
３

コ
ー
ル
で
取
る
な
ど
、
そ
れ
ͧ
れ

の
方

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
会

社
に
確
認
し
て
΄
し
い
。

ࢲ
は
࠾
用
の
超
ණ
Տ
期
時
代
に

入
社
し
、

શ
に
納
得
の
い
く
ब

৬
ઌ
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

自
分
の
ࡋ
量
が
広
が
る
と
、

事

の
面
ന
さ
が
格
段
に
ม
わ
っ
た
。

ͥ
ひ
、
皆
さ
Μ
も
『
ࢲ
は
こ
う

考
え
ま
す
』
と
ݴ
え
る
よ
う
に
な

っ
て
΄
し
い
。
そ
う
す
れ
ば

事

の
面
ന
さ
が
૿
し
、
࣍
の
ス
ς
ッ

プ
が
見
え
る
」
な
ど
と
ア
ド
ό
イ

ス
を
送
っ
た
。
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ୈ
ûĀ
ճ
৽
Ӷ
ࣾ
һ
ૣ
ظ
ઓ
ྗ
Խ
θ
ϛ
φ
ー
ϧ

̏

ؒ
で
��
ࣾ
��
໊
͕

ࣄ
の
ج
ૅ
な
ど
Λ
ֶ
Ϳ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
ڭ
ҭ
情
報
委
員
会
は

４
月
２
日
Ỗ
４
日
に
ֻ
け
、
ୈ
��

回
新
鋭
社
員
ૣ
期
ઓ
力
化
θ
ϛ
ナ

ー
ル
を
開
催
し
、
1�
社
か
ら
�5
名

が
参
加
。
ߨ
ࢣ
は
、
ਤ
解


の

ࢁ
本
ູ
ࢯ
が
務
め
た
。

開
催
に
当
た
り
、
౻
ר

直
ڭ

ҭ
情
報
委
員
長
は
「
皆
さ
Μ
は
こ

れ
ま
で
は
学
Ϳ
ଆ
だ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
成
Ռ
を
出
し
、
報
ु
を
も

ら
う
ଆ
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
は


っ
て
い
て
も
ڭ
え
て
も
ら
え
て
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
が
当
た

り
લ
で
は
な
く
な
る
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

積
ۃ
的
に
࣭
問
し
て
΄
し
い
。
そ

う
す
れ
ば
成
長
し
て
い
け
る
。

ڭ
わ
っ
た
こ
と
は
メ
Ϟ
を
取

り
、
ٵ
ऩ
し
て
い
っ
て
΄
し
い
。

ま
た
他
の
会
社
の
方
と
接
す
る

こ
と
に
な
る
。
人
と
の
つ
な
が
り

が
大

に
な
る
の
で
、
今
日
の
出

会
い
を
大
事
に
し
て
΄
し
い
」
な

ど
と
挨
拶
。

こ
の
後
、
ࢁ
本
ߨ
ࢣ
に
よ
る
ݚ

म
が
開
始
さ
れ
た
。

ݚ
म
で
は
、自
己

հ
に
加
え
、

学
ੜ
と
社
会
人
の
ҧ
い
、
報
ࠂ
・

連
བྷ
・
૬
ஊ
、ビ
ジ
ω
ス
Ϛ
ナ
ー
、

ビ
ジ
ω
ス
文
ॻ
の
作
成
、
ώ
Ϡ
リ

ン
グ
ス
キ
ル
、
分
か
り
や
す
い
ス

ピ
ー
チ
な
ど
コ
ϛ
ỿ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
、
問

ҙ
識
や
問


解
ܾ
の
フ
ロ
ー
な
ど
に
つ
い
て
ݚ

म
が
行
わ
れ
、
行
動
ࢦ

等
の
作

激
励
す
る
౻
ר
ҕ
һ
長

ॿ
ݴ
Λ
す
る
ࢁ
ຊ
ߨ
ࢣ

ά
ϧ
ồ
ϓ
ϫ
ồ
Ϋ
ͳ
Ͳ
も
実
施

成
も
行
わ
れ
た
。

ݚ
म
ऴ
ྃ
後
、
ࢁ
本
ߨ
ࢣ
は
新

鋭
社
員
た
ち
の
ҹ

と
注
ҙ
点
に

つ
い
て
、
࣍
の
よ
う
に
ޠ
っ
た
。

「
今
年
の
新
人
は
、
一
見
す
る

と
大
人
し
い
が
、
グ
ル
ー
プ
ϫ
ー

ク
な
ど
で
は
積
ۃ
的
に
発
ݴ
す

る
。
リ
ス
ク
に
හ
ײ
で
、
ࣦ
ഊ
を

ڪ
れ
る
ؾ
持
ち
が
強
い
よ
う
だ
。

ૉ

ら
し
い
と
こ
Ζ
は
、
行
動

ࢦ

や
ܾ
ҙ
表
明
、
ݚ
म
日
ࢽ
な

ど
の
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

ૣ
さ
で
行
え
る
。
タ
イ
Ϝ
ύ
フ
Ỽ

ー
Ϛ
ン
ス
の
能
力
が
ඇ
ৗ
に
あ

り
、
ま
と
め
る
能
力
も
ඇ
ৗ
に
高

い
。
ͥ
ひ
活
か
し
て
΄
し
い
。

ま
た
新
人
に
は
৺
構
え
と
し

て
、ࣦ
ഊ
し
て
も
当
વ
な
の
で『
半

า
だ
け
લ
に
進
も
う
』と

え
た
。

上
࢘
の
方
に
注
ҙ
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
Կ
か
を
ࢦ
ࣔ
す
る

場
合
に
は
そ
の
目
的
を

え
て
΄

し
い
。
目
的
を

え
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
動
く
こ
と
が
で
き
る
。

新
人
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
上

࢘
、
ઌ
ഐ
に
ฉ
き
、
Կ
が
目
的
な

の
か
を

Ζ
う
と
す
る
。
受
け
入

れ
る
上
࢘
や
ઌ
ഐ
が
、
目
的
や
理

༝
を

え
る
こ
と
が
重
要
。
新
人

は
、
こ
う
い
っ
た
部
分
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
ૉ
ૣ
い

事
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
理
۶
っ
Ά
い
と

ࢥ
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

れ
は
上
࢘
や
ઌ
ഐ
方
と
受
け
て
き

た
ڭ
ҭ
が
ҧ
う
た
め
。

ͥ
ひ
ࢦ
ࣔ
を
出
す
時
に
は
、
目

的
が
Կ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
Կ

に
ؾ
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
な
ど
の
લ
提
を

え
て
あ
げ

て
΄
し
い
。

ま
た
自
ओ
的
に
発
表
す
る
よ
う

な
こ
と
が
な
い
の
で
、
上
࢘
の
方

に
は
小
さ
な
こ
と
で
も
業
務
で
で

き
た
こ
と
を
΄
め
て
、
認
め
て
あ

げ
て
΄
し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
半

า
、
進
Ή
こ
と
が
で
き
る
。

ݚ
म
で
も
΄
め
る
こ
と
を
ࢼ
し

て
み
る
と
、
発
ݴ
が
大
き
く
૿
し

た
。
গ
し
എ
中
を
ԡ
さ
な
い
と
、

ス
タ
ー
ト
が

れ
な
い
。
ઌ
ഐ
も

自
ら
の
動
き
を
新
人
に
見
せ
て
あ

げ
て
΄
し
い
」
な
ど
と
ޠ
っ
た
。
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コ
ア
ス
タ
ッ
フ

物
流
セ
ン
タ
ー
視
察
会

Ｅ
Ｃ
販
売
連
携
で
委
託
の
流
れ
な
ど
も
紹
介

ＴＥＰとＮＥＰの会員らが現地視察に参加

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
は
２
月
６
日
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
会
員

企
業
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
お
け
る
販

売
を
推
進
す
る
た
め
、
連
携
す
る

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
社
が
２
０
２
４
年

８
月
に
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
長

野
県
の
物
流
セ
ン
タ
ー
「
Ｚ
ｅ
ｒ

ｏ

Ｈ
ｕ
ｂ
」
の
視
察
会
を
開
催

し
た
。
視
察
会
に
は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
会
員

挨拶する戸澤社長

委託販売の流れなども紹介

に
加
え
、
関
東
甲
信
越
電
子
制
御

部
品
流
通
協
議
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
か

ら
も
会
員
が
参
加
し
た
。

視
察
会
を
企
画
し
た
花
岡
克
己

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
委
員
長

は
「
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
は
長
年
に

渡
り
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
販
売
連

携
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き

た
。
こ
の
た
び
連
携
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
受
け
、
最

新
鋭
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す

る
運
び
と
な
っ
た
」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
屋
宮
芳
高
理
事
長
は

「
今
後
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

を
得
て
Ｅ
Ｃ
販
売
を
強
化
し
、

我
々
の
貴
重
な
部
品
を
、
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
供
給
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
い
。
会
員
各
社
が
保

有
す
る
貴
重
な
商
品
を
、
最
大
限

に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
戸

澤
正
紀
代
表
取
締
役
社
長
が
挨
拶

に
立
ち
「
当
社
は
当
初
、
わ
ず
か

２
名
で
事
業
を
開
始
し
た
が
、
な

か
な
か
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず

苦
労
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
友

人
が
制
作
し
て
く
れ
た
『
コ
ア
ス

タ
ッ
フ
オ
ン
ラ
イ
ン
』
を
通
じ
て

Ｅ
Ｃ
販
売
に
進
出
。

そ
の
後
、
お
客
様
の
余
剰
在
庫

情
報
や
代
理
店
の
情
報
を
掲
載
す

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
１
年
に

は
半
導
体
・
電
子
部
品
を
１
個
か

ら
購
入
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
『
ひ
と

つ
か
ら
』を
開
始
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
社
で
在
庫
を
保
有
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
で
も
販
売
を
行
う
流
通
業

者
と
な
っ
た
。

当
社
の
強
み
は
、
ア
ナ
ロ
グ
と

デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
営
業
に
よ
る
差
別
化
。

現
在
の
時
期
は
、
今
後
の
事
業

成
長
に
向
け
た
準
備
段
階
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
皆
様
が
お
持

ち
の
在
庫
を
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
オ
ン

ラ
イ
ン
で
販
売
す
る
こ
と
は
、
当

社
が
皆
様
に
行
え
る
貢
献
だ
と
考

え
て
い
る
。

当
社
は
、
短
納
期
で
の
部
品
調

達
を
求
め
る
お
客
様
を
幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
皆
様
と
明
確

な
役
割
分
担
が
可
能
に
な
る
と
考
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̎
ͭ
の
ࣗ
ಈ

ݿ
も
ݟ
ֶ

え
て
い
る
。

年
間
取
引
社
数
は
国
内
外
で
約

９
千
社
に
上
り
、
皆
様
が
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
新
た
な
顧
客

層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
オ
ン
ラ

イ
ン
に
在
庫
の
型
番
、
メ
ー
カ
ー

名
、
数
量
、
価
格
と
い
っ
た
情
報

を
ご
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
客

様
か
ら
の
注
文
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
デ

ー
タ
で
週
に
１
回
程
度
ご
提
供
い

た
だ
け
れ
ば
、
皆
様
の
倉
庫
に
在

庫
を
保
管
し
た
ま
ま
Ｅ
Ｃ
販
売
を

開
始
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
連
携
方
法
と
し

て
、
在
庫
を
当
社
の
物
流
セ
ン
タ

ー
に
移
管
し
て
い
た
だ
く
委
託
販

売
と
い
う
形
態
も
あ
る
。

輸
送
は
会
員
各
社
に
ご
担
当
い

た
だ
く
が
、
そ
の
後
の
小
分
け
、

棚
卸
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
は
当
社

が
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
即
日
出

荷
体
制
が
確
立
さ
れ
、
お
預
か
り

し
て
い
る
商
品
は
必
要
な
時
に
迅

速
に
発
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
」
な
ど
と
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス

の
特
徴
を
説
明
し
た
。

こ
の
後
、
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

Ｈ
ｕ
ｂ

の
概
要
、同
社
の
解
析
セ
ン
タ
ー
、

販
売
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

˔
̯
̴
́
̾

̝
̈́
̱
の
֓
ཁ

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

Ｈ
ｕ
ｂ
は
、
最
高

ラ
ン
ク
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
を
取
得
し

た
環
境
配
慮
型
の
物
流
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
延
べ
床
面
積
は
１
万
５

千
㎡
を
超
え
る
。
自
動
倉
庫
は
、

保
管
能
力
約
７
５
０
０
ケ
ー
ス

（
１
時
間
当
た
り
４
５
０
ケ
ー
ス

の
入
出
庫
が
可
能
）
の
大
型
自
動

倉
庫
「
ケ
ー
ス
自
動
倉
庫
」
と
、

保
管
能
力
約
７
千
ケ
ー
ス
（
１
時

間
当
た
り
２
千
ケ
ー
ス
の
入
出
庫

が
可
能
）
の
高
速
シ
ャ
ト
ル
型
自

動
倉
庫
「
ユ
ニ
シ
ャ
ト
ル
」
を
備

え
、
合
計
で
約
15
万
点
の
在
庫
保

管
能
力
を
有
す
る
。

建
物
は
、
１
階
が
入
出
荷
・
梱

包
エ
リ
ア
と
自
動
倉
庫
エ
リ
ア
、

２
階
が
在
庫
保
管
エ
リ
ア
、
３
階

が
貸
倉
庫
エ
リ
ア
と
し
て
機
能
。

ま
た
、
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

Ｈ
ｕ
ｂ
内

で
は
無
人
搬
送
機
（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
が

稼
働
し
、
入
荷
品
の
搬
送
や
在
庫

の
格
納
作
業
の
効
率
化
に
貢
献
し

て
い
る
。
な
お
、
１
日
当
た
り
の

出
荷
目
標
件
数
は
４
千
件
。

こ
の
他
、
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
高

度
な
解
析
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

お
り
、
電
子
部
品
の
真
贋
鑑
定
や

故
障
解
析
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
る
。

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

と
の
連
携
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い

て
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ೖ
ՙ

ग़
ՙ
の
ྲྀ
Ε
も
ݟ
ֶ
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̑
݄
ớ
ࡷ
݄
Ờ

̑
݄
̕

ớ
ۚ
Ờ
13
࣌
30

Ỗ

13
࣌
50


理
事
会
（
上
野
東

ఱ
ߚ
）

̑
݄
̕

ớ
ۚ
Ờ
14
࣌
Ỗ
18
࣌

ୈ
��
回
通
ৗ
૯
会
（
同
）、

Ӭ
年
ۈ
続
者
表
জ
ࣜ

̒
݄
ớ
ਫ
ແ
݄
Ờ

̒
݄
̐
ớ
ਫ
ỜỖ
̒
ớ
ۚ
Ờ

電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ι
リ
ỿ

ー
シ
ョ
ン
ల
２
０
２
５
（
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

̓
݄
ớ
จ
݄
Ờ

̓
݄
̎

ớ
ਫ
Ờ
13
࣌
30

Ỗ

14
࣌
30


正
෭
理
事
長
・
委

員
長
会
議
（
શ
国
Ո
電
会
ؗ
１

階
会
議
ࣨ
）

̓
݄
̎

ớ
ਫ
Ờ
14
࣌
30

Ỗ

15
࣌
30


理
事
会
（
同
）

̓
݄
̐

ớ
ۚ
Ờ
14
࣌
Ỗ
16
࣌

શ
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会
・
理
事
会
（
̬
Ｅ
Ｂ
会
議
）

̕
݄
ớ

݄
Ờ

̕
݄
̐

ớ

Ờ
̕
࣌
30

Ỗ

17
࣌

ୈ
��
回
新
鋭
社
員
６
カ

月
後
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ݚ
म
会

（
શ
国
Ո
電
会
ؗ
１
階
会
議

ࣨ
）

̕
݄
̑

ớ
ۚ
Ờ
14
࣌
Ỗ
16
࣌

30


年
ۚ
・
ܦ
ࡁ
ߨ
ԋ
会（
શ

国
Ո
電
会
ؗ
５
階
ߨ
ಊ
）

～ 皆様へのお願い ～

　東京電機卸ڠۀಉ߹ɺ̨ ̙̜͂ɺΧ
ʔϘϯχϡʔτϥϧͷ࣮ફͷͨΊɺh東京電機
卸ʱͷϝʔϧ৴ΛਐΊ͓ͯΓ·͢ɻ͝ྗڠ
͍͖ͨͩ·͢Α͏ɺ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

ứ
౦
ژ
ి
ػ
Է
Ừ

ɹ
ɹ
ɹ

ػ
ؔ
ࢽ
ฤ
ू
ҕ
һ
ձ

発
行
人
　
　
屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

樋
口
　
　
亘

編
集
委
員
　
　
小
池

一
義

〃
　
　
　
渡
辺
　
　
勤

ి
ࢠ
ػ
ث
τ
ồ
λ
ϧ
ι
Ϧ
ỿ
ồ
γ

ἀ
ϯ
ల
̎
̌
̎
̑
͕
̎
̌
̎
̑

̒

݄
̐

Ỗ
̒

ỏ
౦
ژ
Ϗ
ỽ
ά
α
Π

τ
౦
ల
ࣔ
౩
Ͱ
։
࠵
͞
Ε
·
͢
Ố

օ
༷
の
͝
ࢀ
Ճ
を
͓

ͪ
し
ͯ
͍

·
͢
Ố




